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【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｂ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  14/00     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   1/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/042    (2014.01)
   Ｃ０１Ｂ   3/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｂ   9/00    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ  14/00    　　　Ｐ
   Ｃ２５Ｂ   1/10    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｑ
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｒ
   Ｃ０１Ｂ   3/04    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光面およびその裏面を有する光電変換部と、前記裏面の上に並べて設けられた第１電
解用電極および第２電解用電極と、第１または第２電解用電極の周縁部上に設けられたシ
ール部とを備え、
　第１および第２電解用電極が電解液と接触するとき、
　第１および第２電解用電極は、前記光電変換部が受光することより生じる起電力を利用
して電解液を電気分解しそれぞれ第１気体および第２気体が発生するように設けられ、
　前記シール部は、電解液に対する耐食性を有し、かつ、第１または第２電解用電極と前
記光電変換部との間に電解液が流入しないように設けられたことを特徴とする気体製造装
置。
【請求項２】
　前記光電変換部は、受光することによりその受光面と裏面との間に起電力が生じ、
　第１電解用電極は、前記光電変換部の裏面と電気的に接続するように設けられ、
　第２電解用電極は、前記光電変換部の受光面と電気的に接続するように設けられた請求
項１に記載の装置。
【請求項３】
　第２電解用電極と前記光電変換部の裏面との間に設けられた絶縁部をさらに備えた請求
項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記シール部は、第２電解用電極と前記絶縁部との間の界面に電解液が流入しないよう
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に設けられた請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記光電変換部の受光面に接触する第１電極をさらに備える請求項３または４に記載の
装置。
【請求項６】
　第１電極と第２電解用電極とを電気的に接続する第１導電部をさらに備える請求項５に
記載の装置。
【請求項７】
　前記絶縁部は、前記光電変換部の側面を覆うように設けられ、
　第１導電部は、前記絶縁部の一部であり前記光電変換部の側面を覆う部分の上に設けら
れた請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記絶縁部は、前記光電変換部の側面を覆うように設けられ、
　第２電解用電極は、前記絶縁部の一部であり前記光電変換部の側面を覆う部分の上に設
けられ、かつ、第１電極と接触する請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　前記絶縁部と第２電解用電極との間に第２導電部をさらに備え、
　前記シール部は、第２電解用電極と第２導電部との間の界面に電解液が流入しないよう
に設けられた請求項３に記載の装置。
【請求項１０】
　前記光電変換部の裏面と第１電解用電極との間、および前記光電変換部の裏面と前記絶
縁部との間に設けられた第２電極をさらに備え、
　前記シール部は、第１電解用電極と第２電極との間の界面に電解液が流入しないように
設けられた請求項３～９のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１１】
　前記光電変換部は、受光することにより前記光電変換部の裏面の第１および第２区域間
に電位差が生じ、
　第１区域は、第１電解用電極と電気的に接続するように設けられ、第２区域は、第２電
解用電極と電気的に接続するように設けられた請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　第１および第２電解用電極と前記光電変換部の裏面に設けられ、かつ、第１区域上およ
び第２区域上に開口を有する絶縁部をさらに備える請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　透光性基板をさらに備え、
　前記光電変換部は、前記透光性基板の上に設けられた請求項１～１２のいずれか１つに
記載の装置。
【請求項１４】
　前記光電変換部は、直列接続した複数の光電変換層を含み、
　前記複数の光電変換層は、受光することにより生じる起電力を第１電解用電極および第
２電解用電極に供給するように設けられた請求項１～１３のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１つに記載の気体製造装置を前記光電変換部の受光面が水平
面に対し傾斜するように設置し、
　前記気体製造装置の下部から前記気体製造装置に電解液を導入し、太陽光を前記光電変
換部の受光面に入射させることにより第１電解用電極および第２電解用電極からそれぞれ
第１気体および第２気体を発生させ、前記気体製造装置の上部から第１気体および第２気
体を排出する気体製造方法。
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